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七
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厚
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「
ド
ラ
ッ
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ロ
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の
実
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調
査
と
解
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段
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か
か
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の
そ
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後
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対
応
に
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す
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質
問
に
対
し
、
別
紙
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弁
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を
送
付
す
る
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御
指
摘
の
「
ド
ラ
ッ
グ
・
ロ
ス
」
の
解
消
に
向
け
て
は
、
令
和
六
年
度
の
厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
事
業
に
よ
る
「
ド
ラ
ッ

グ
・
ロ
ス
の
実
態
調
査
と
解
決
手
段
の
構
築
」
に
お
い
て
、
「
開
発
の
必
要
性
が
特
に
高
い
医
薬
品
」
又
は
「
開
発
の
必
要
性

が
高
い
医
薬
品
」
と
分
類
さ
れ
た
計
五
十
五
品
目
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
医
薬
産
業
振
興
・
医
療
情
報
審
議
官
及

び
同
省
医
薬
局
長
が
参
集
を
求
め
て
開
催
し
て
い
る
、
薬
物
療
法
に
関
す
る
医
学
的
又
は
薬
学
的
な
学
識
経
験
を
有
す
る
者
よ

り
構
成
さ
れ
る
「
医
療
上
の
必
要
性
の
高
い
未
承
認
薬
・
適
応
外
薬
検
討
会
議
」
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
「
開
発
」
に
係
る
医

療
上
の
必
要
性
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
企
業
に
対
す
る
開
発
の
要
請
等
の
必
要
な
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
お
尋
ね
の
「
進
捗
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
十
二
月
十
二
日
に
開
催
し
た
第
六
十
六
回
同
会

議
に
お
い
て
、
資
料
二

二
「
ド
ラ
ッ
グ
・
ロ
ス
品
目
に
係
る
検
討
状
況
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
当
該
五
十
五
品
目
中
、
「
医

療
上
の
必
要
性
高
い
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
十
三
品
目
、
そ
の
う
ち
、
企
業
に
対
し
「
開
発
要
請
」
を
行
っ
て
い
る
も
の
が

三
品
目
、
企
業
に
対
し
「
開
発
公
募
」
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
七
品
目
、
「
そ
の
他
」
の
「
類
薬
が
開
発
中
の
た
め
現
時
点
、

開
発
要
請
・
開
発
公
募
を
し
て
い
な
い
」
も
の
が
三
品
目
と
示
し
、
ま
た
、
当
該
「
開
発
要
請
」
を
行
っ
て
い
る
三
品
目
に
つ



 

２ 

 

い
て
は
、
同
会
議
の
資
料
七

六
「
企
業
か
ら
提
出
さ
れ
た
開
発
工
程
表
の
概
要
等
（
第
四
回
要
望
）
」
に
お
い
て
「
開
発
内

容
」
を
示
す
等
し
な
が
ら
議
論
が
行
わ
れ
、
「
医
療
上
の
必
要
性
高
い
」
と
さ
れ
る
品
目
と
し
て
新
た
に
三
品
目
が
評
価
さ

れ
、
計
十
六
品
目
と
な
っ
て
お
り
、
当
該
三
品
目
に
つ
い
て
は
、
企
業
に
対
す
る
「
開
発
要
請
」
等
に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


